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と
拒
否
し
て
い
た
と
い
う
。

　

完
成
以
降
、
長
く
大
阪
の
文
化
拠
点
と

さ
れ
た
中
央
公
会
堂
も
、
老
朽
化
に
よ
り

取
り
壊
し
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。

　

し
か
し
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
年
）、

大
阪
市
は
市
民
の
要
望
に
応
え
、
中
央
公

会
堂
の
「
永
久
保
存
」
を
決
定
す
る
。
そ

し
て
平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）
か
ら
保

存
・
再
生
工
事
が
始
め
ら
れ
、
平
成
14
年

に
完
成
し
た
。

　

戦
時
中
の
金
属
供
出
で
失
わ
れ
て
い

た
、
屋
根
上
の
「
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
と
ミ
ネ

ル
バ
像
」
も
60
年
ぶ
り
に
復
活
。
油
絵
の

天
井
画
や
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
完
成
当

時
の
輝
き
を
取
り
戻
し
て
い
る
。

大
阪
市
中
之
島
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い

わ
れ
る
、
大
阪
市
中
央
公
会
堂
。

こ
の
建
物
の
建
設
に
深
く
関
わ
っ
た
の

が
、「
義
侠
の
相
場
師
」
と
い
わ
れ
た
株

式
仲
買
人
、
岩
本
栄
之
助
だ
。

　

栄
之
助
は
、明
治
42
年
（
１
９
０
９
年
）

に
渡
米
し
た
際
、
当
地
の
富
豪
が
慈
善
事

業
や
公
共
事
業
に
財
産
を
投
じ
る
姿
に
、

深
い
感
銘
を
受
け
た
。
そ
こ
で
自
ら
も
、

大
阪
市
民
の
文
化
醸
成
の
た
め
に
、
公
会

堂
の
建
設
を
決
意
し
、
１
０
０
万
円
（
現

在
の
貨
幣
価
値
で
数
十
億
円
）
を
大
阪
市

に
寄
付
し
た
。

　

大
阪
市
は
、
中
央
公
会
堂
建
設
の
た
め

の
財
団
を
立
ち
上
げ
、
大
正
元
年
（
１
９

１
２
年
）
に
設
計
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。

当
時
29
歳
の
早
稲
田
大
学
講
師
だ
っ
た
岡

田
信
一
郎
の
案
が
、
一
席
に
選
ば
れ
る
。

そ
の
設
計
を
元
に
、
当
時
の
日
本
建
築
界

の
第
一
人
者
で
あ
る
辰
野
金
吾
と
、
共
同

で
大
阪
に
建
築
事
務
所
を
開
い
て
い
た
片

岡
安
に
よ
り
実
施
設
計
が
な
さ
れ
、
建
設

が
開
始
さ
れ
た
。

　

大
正
７
年
に
中
央
公
会
堂
は
完
成
す

る
。
し
か
し
一
番
の
功
労
者
と
も
い
え
る

栄
之
助
は
、
そ
の
２
年
前
、
株
式
相
場
の

暴
騰
に
よ
り
莫
大
な
損
失
を
出
し
、
自
死

の
道
を
選
ん
で
い
た
。「
寄
付
し
た
分
を

返
し
て
貰
え
ば
」と
勧
め
る
周
囲
に
、 「
そ

ん
な
こ
と
を
い
う
の
は
大
阪
商
人
の
恥
だ
」

大阪市中央公会堂

温
知
故
新

第15回

レトロ建築を歩く

大理石が贅沢に使われた内装

鳳凰と大阪市の市章「澪漂（みおつくし）」がデザインされた
ステンドグラス
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DATA
名　称　大阪市中央公会堂
所在地　大阪市北区中之島1丁目1番27号
完　成　大正７年
設計者 原案 岡田信一郎
　　　　実施設計　辰野金吾・片岡安

特別室の天井には「天
てん

地
ち

開
かい

闢
びゃく

」の場面が油絵で描かれている
屋根には、復活した商業の神メルキュール（左）と、
科学、工芸、平和の神ミネルバの像が


